













































































































  ＊  ＊  ＊ 
 
 告別式の終わりに，棺に花を供えて最後のお別れをする時が来た。少し離れ
た所から見ても分かるくらい，三間さんは安らかな表情をしていた。これまで
同僚として，研究仲間として，そして友達として一緒に過ごせたことに感謝の
言葉をかけようと思いながら順番を待った。 
 自分の番が来て棺の前に立ったとき，安らかに眠る三間さんの傍らにミニチ
11三間さんの思い出
ュアのギターが置かれているのが目に留まった。次の瞬間，自分でも信じられ
ないくらいの涙が溢れてきて止まらなくなった。音楽を愛し，そしてことばの
音を愛する三間さんの気持ちが，その小さなギターに凝縮されているように思
えた。同時に，好きだった音楽を聴き，好きだったことばのパズルに挑むこと
が突然できなくなってしまった無念さはいかばかりだろうかと思った。 
 本当に，本当に稀有な人を失ったと思う。痛恨の極みと言うしかない。今も
まだ，その喪失感から抜け出せないでいる。 
12 那須　紀夫
